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１．はじめに 
KEK では、技術部門においてインターンシップ委

員会を組織し、技術職員の求人活動に力を入れてい

る。従来からの国立大学法人等職員採用試験は就職

活動の開始時期が遅く、求人の確保が難しくなって

いる。そのため、KEK が独自に行う年度初頭の採用

試験を行うことに加え、KEK 技術職員の仕事の魅力

を伝える必要があった。しかし、就職活動の説明会

だけでは必ずしも十分に伝わらないと考え、現場で

一緒に仕事を体験してもらうインターンシップを

実施*することとした。 
インターンシップの目的は、技術職員の仕事内容

を理解してもらうだけでなく、技術職員の人として

の魅力を伝えることにある。参加者に「こんな仲間

と仕事がしたい」と思ってもらえれば成功だと考え

ている。 
インターンシップは、技術職員側にとっても、自

身の仕事をどのように理解してもらい、魅せるかを

検討する機会となる。また、様々な背景を持つ参加

者に対して説明を行うことは、技術職員にとって貴

重なスキルアップとなる。さらに、アウトリーチ活

動の良い実地経験となり、KEK の技術職員として働

く自身の役割や意義を改めて見つめ直す機会とも

なる。研究系技術職員の仕事の魅力を就職活動中の

若い世代へ伝えるため、仕事説明会に加え、現場で

の仕事体験（インターンシップ）を 2017 年度末か

ら、毎年冬季と夏季に計 15 回開催してきた。本研究

会では、KEK 研究系技術職員インターンシップ活動

について報告する。 

２．参加者数と開催状況 
インターンシップは 2017 年度冬季から始まり、

2025 年冬季までに延べ 187 人（重複あり）が参加し

ている。年間参加者数は 1 回あたり 6〜16 人ほど、

1 年間では 20 人程度である。インターンシップ参加

 
* 産学協議会基準に準拠したインターンシップではあ
りません。 

者数の推移を図 1 に示す。 
初期の体験コースは５日間を基本として開催さ

れた[1]。コロナ禍（COVID-19）の影響により、2020
年度は対面での開催が困難となったため、リモー

ト・オンライン（Zoom）で 1day 仕事体験を複数日

開催した。2021 年度は、対面でのオンサイト体験を

検討したが、リモートに切り替えて 2～3day で実施

した。コロナ禍が落ち着き始めた 2022 年度と 2023
年度は、オンライン仕事体験とキャンパス体験を併

用し、全体説明などのオリエンテーションは、予め

オンラインによる原則全員参加で Web 開催とした。

参加者は単日～5日間を選択して参加可能である[2]。 
一方で、実際の技術職員の仕事は、実験装置の組

み立てや調整、点検作業など、現場での作業が多い。

そのため、2024 年夏季からは Web 仕事体験（オン

ライン）を中止し、オンラインによる Web オリエン

テーションとキャンパスでの実地体験に変更した。 

3．参加者の内訳 
インターンシップ参加者の男女比は 2:1 であり、

毎年同様の傾向が見られる。参加者の学年別割合と

 

 

図 1 体験参加者の人数 

 

 
図 2 これまでの体験参加者の内訳 



しては、修士学生が約半数を占め、次いで学部学生

が多い。高専・高専専攻科生の参加は比較的少ない。

専攻分野については、物理学系の学生が非常に多い

傾向にある（図 2）。今後は、機械系や情報系の学生

の参加も増やしていきたい。 

4．開催準備 
インターンシップの準備は、募集要項と応募用紙

の作成から始まる。募集要項と応募用紙を用いて、

機構の人事課を通して KEK求人情報ホームページ[3]

で公募する。当初は E-mail で応募書類を受け付け

ていたが、2024年冬季からは応募フォームによる受

付に変更した。 

委員会は、応募者とのやり取りを通じて受け入れ

の判断と追加連絡を行い、体験コースや宿泊施設、

日程を確認して決定する。コロナ禍においては、体

調管理や検査キットの用意も行った。 

体験コースは、各研究所・研究施設が提案し、実

施調整を行う。人手不足のグループは積極的であり、

直近の公募が見込まれないグループは消極的な傾

向が見られた。オンライン研修も現地でのキャンパ

ス体験は準備が大変であったが、試行錯誤しながら

実施し、複数回の開催を経て内容も充実し、体験指

導者のレベルも向上した。 

効率化・簡略化のため、技術部門にインターンシ

ップ HP[4]を開設し、仕事体験のしおりや連絡事項を

HPに切り替えて書類配布を簡略化した。また、選択

コースの希望やアンケート書類も Webフォームで収

集し、記入と分析の効率化を図った。 

5．募集期間 
インターンシップ開催日の約 1ヶ月前を締め切り

日（夏季は 7月下旬、冬季は 1月中旬）に設定する。

また、募集期間を十分に確保するためには、募集要

項の作成をさらに前倒しで行う必要があり、募集開

始時期は年度によって変動する。具体的には、夏季

は 6 月中旬、冬季は 12 月中旬を目安に募集を開始

する。 
キャンパス体験の定員は 10名～15名、リモート・

オンライン体験は定員なしとしている。インターン

シップの方針やプログラムを検討するためには、4
～5 ヶ月前から話し合いを始める必要があり、年度

早々から委員会を始めることが望ましい。募集期間

が短いと周知が困難となるため、機構 HP にお知ら

せ[5]やニュースを掲載するほか、各学会などへの通

知、SNS の活用、教員を含めた後輩や出身校への広

報活動など、様々な手段で広報活動を行う。定員に

満たない場合は、募集期間を延長することもある。

図 3 は、夏季冬季計 6 回分の応募参加者の推移を示

すグラフである。横軸に応募日（締め切り日を 0 と

する）をとり、プラス側は締め切り日延長分である。

縦軸は応募人数を示し、締め切り日が近づくにつれ

て増加する傾向がある。応募開始時期などの違いに

より、増加傾向や締め切り日延長の効果が異なって

いる。募集開始から締め切りまで 30日以上あれば、

周知しやすいことが分かった。直近の 2025 年冬季

は募集期間が 7週間と十分だったため、お知らせや

SNS配信を繰り返し行った。その結果、初めて締め

切り日前に予定定員に達することができた。 
応募フォームにおいて、「どこでお知りになりま

したか？」の問いに対しては、リクナビや KEK 求

 
図 3 募集期間の応募者数の推移（2022, 2023, 2024 年度） 

 

図 4 応募経路の回答数（複数回答） 



人情報に加えて SNS が多く、広報活動が必要である

ことが再認識した。その上で、先生や知人による口

コミが最も重要であることもわかった（図 4）。 

6．体験後の好感度 
2025 年冬季インターンシップでは、Web オリエン

テーション（概要説明や先輩職員のお仕事紹介）に

16 人、キャンパス体験に 16 人が参加した。図 5 に

参加コースの一覧を示す。 

図 6 に、Web 体験後とキャンパス体験後の各研究

所・施設（以降、所施設と記載する）に対する興味

（複数回答）を示したグラフである。Web 体験後と

キャンパス体験後の興味の違いが示されている。キ

ャンパス体験では、一つのコースに限らず複数の所

施設を選択して参加している。図 7 に、所施設ごと

のコース合計参加者、アンケート回答数、好感度を

示す。アンケートからは、Web 体験後では、物質構

造科学研究所を筆頭に満遍なく興味を持っていた

が、キャンパス体験後はコース数の多い所施設に興

味が移ったことから、現地体験の重要性がうかがえ

る。 

7．参加者アンケート結果より 

7.1 現役参加者の声 
参加者からは、「想像以上に自由な雰囲気で、職員

の方々も親切だった」という声が聞かれ、KEK に対

して、参加前は硬いイメージを持っていた人が多か

ったが、参加後は自由で温かい雰囲気の職場だと感

じている。また、業務内容や職員の役割について理

解が深まり、KEK への興味関心が高まったことが伺

えた。 
技術職員の仕事については、参加者は、多様性、

魅力、やりがいを感じていることが伺えた。特に、

「自分で考え、仕事を進められる点」や「裁量の大

きさ」に魅力を感じたという意見が多く見られた。 
意見交換会など交流の場では、参加者は職員との

交流や情報収集ができたことに満足している。特に、

「就職以外の話もでき、楽しかった」「職員とラフに

話せる点が良かった」という意見が多く見られた。 

7.2 OB /OG の声 
2017 年度から 2023 年度のインターンシップ参加

者で、2024 年 4月までに KEK の技術職員になった

人は 14 名ほどである。そのうち 2022 年から 2023
年に新人採用された職員アンケート結果を要約す

ると、以下の点が挙げられる。  
技術職員の仕事の魅力： 
• 自分の興味やスキルを活かして仕事ができる 
• 最先端の技術開発に携わることができる 
• 成長しながら仕事ができる 
インターンシップが就職活動に役立った点： 

 
図 6 興味を持った所施設 

 
図 7 キャンパス体験参加が興味を持った所施設 

 
図 5 2025 年冬季コースの一覧 



• 職場の雰囲気や仕事内容を理解できた 
• 加速器業界の働き方のイメージが膨らんだ 
• どのような仕事に就きたいかを明確にできた 
インターンシップ時と着任後の印象差： 
• 思っていたより働きやすい環境 
• 印象に大きな違いがなかった 
• 部局間の連携があまり感じられない 
アンケート結果から、インターンシップ経験職員

の多くは、KEK の働きやすい環境に概ね満足してい

ることが分かった。一方で、部局間の連携について

は改善の余地があると考えられる。 

8．活動のまとめ 
インターンシップ活動は、委員会による準備から

アンケート分析まで、一年を通して実施される。募

集要項の作成、応募者対応、体験コース・日程調整、

コロナ禍における対策など、多岐にわたる準備が必

要である。コース担当の技術職員にとっては、仕事

の魅力を伝える機会となり、スキルアップや自己の

再認識に繋がる。多様な参加者への対応は、技術職

員のアウトリーチ経験となる。 
参加者アンケートの結果から、KEK 技術職員の専

門性と魅力を十分に伝えることができたと考えら

れる。多くの参加者が KEK に興味を持ち、キャリ

アとして検討するようになった。特に、キャンパス

体験は Web 体験とは異なる魅力を伝え、学生の興味

を広げた。 
今後は広報活動を強化し、研究系技術職員の仕事

を広く発信していく必要がある。SNS 活用や学会連

携など、多様な手段を検討する。 
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